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塩基であり、またそれらを配位する金属イオンはCu (n) およびNi (II) にしぼられている。上述の
様な金属キレートを50種余りを合成し、それらの構造と安定度との関係をしらべた結果、極めて意義
深い経験則が誘導されている。 1 )縮合環構造をもっ錯体の安定度はそれを構成する個々のキレート
環の安定度の総和から予想されるものでなく、縮合環全体としての歪みの大小によって決定される。
2 )同じ骨格構造をもっ縮合環キレートでは、ケトンシッフ塩基は常にアルデヒドシッフ塩基キレー
トより安定である。
3) アミノ酸、ジペプチドとカルボニル化合物とのシッフ塩基の金属キレートの生成を経て進行する
アミノ基転移反応は縮合キレート環が歪み大で不安定な場合に起こりやすしミ。この様な結論とならん
で37種の新化合物を合成し、構造をきめている ι 金属の関与する有機反応、生体高分子内の金属イオン
の存在様式を考察する場合、本研究結果の寄与貢献するところは頗る大であると確信するものである。
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